
名古屋大学医学部附属病院 病院機能改善本部

１７ 新生児のうち、出生時体重が1,500g 未満の数

解説 出生体重が1,500g 未満の新生児を極低出生体重児と言い,NICUでの呼吸・循環

を含めた全身管理,人工呼吸器や経静脈栄養・経管栄養などの,特別な治療が必

要となります。高度な設備と技術力のあるスタッフを２４時間体制で配置する必要

があり,極めて重症度の高い周産期の患者を受け入れていることを表します。

実績

定義 自院における出生時体重が1,500g未満新生児の出生数です。死産は除きます。

21

16

16

15

25

0 5 10 15 20 25 30

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

平成29年度

(件)

項目11 


